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やさしく たくましく やりぬく 荏原
え ば ら

っ子 

  ○人
ひと

も自然
し ぜ ん

も大切
たいせつ

にする やさしい子
こ

 

  ○強
つよ

い心
こころ

と体
からだ

をもった たくましい子
こ

 

  ○めあてをもって 自
みずか

ら考
かんが

え やりぬく子
こ

 

荏原
え ば ら

小学校
しょうがっこう

教育
きょういく

目標
もくひょう

 

【はじめに】 
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保護者の皆さまへ 

 

  

子どもたちには，困難な状況に陥っても，自分で解決の方法を見い出し，たくまし

く生きる人間に育ってほしいものです。学校での勉強や家庭学習に取り組むことは，

こうした成長を促すきっかけの一つになります。 

しかし，がんばっていても，ときには，難しい問題に出あって，どうすればよいの

か困ったり，勉強の仕方が分からなくて，投げ出してしまいたくなったりすることが

あるかもしれません。 

そんなときに少しでも役立てばと考え，「学習の手引き」を作成しました。 

この手引きは，学習の仕方や家庭学習の進め方についてのヒントを盛り込むととも

に，帰宅後や休日の家庭学習を大切にし，子どもたちが進んで家庭学習に取り組むよ

うになることを重視しています。 

生活習慣や学習習慣の確立には，継続が何より大切です。この手引きをもとに，ご

家庭で，子どもと共に学習習慣について考えてみてください。自分の子ども時代を思

い出し，うまくいった勉強方法や失敗した経験を話していただくことで、より家族の

信頼関係を深めることができます。 

子どもたちの学ぶ意欲を高めるために，学校でも，「おもしろそうだ」という興味づ

けと，学習内容がわかるようになり，できるようになる授業を日々行っていきたいと

考えています。ご家庭でも，子どもたちが集中して学習に取り組めるよう，ご支援を

よろしくお願いします。 

 

                 井原市立荏原小学校 
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児童
じ ど う

のみなさんへ      

 

 
◆勉強

べんきょう

で困
こ ま

ったときに役立
や く だ

つ・・・ 

 毎日
まいにち

の勉強
べんきょう

の中
なか

で，難
むずか

しい問題
もんだい

に出
で

あって，どうすればよいのか困
こま

ったり，

勉強
べんきょう

の仕方
し か た

が分
わ

からなくて，投
な

げ出
だ

してしまいたくなることはありませんか。 

 そんなとき，少
すこ

しでもみなさんの役
やく

に立
た

つことができるようにと，この「学習
がくしゅう

の手引
て び

き」を作
つく

りました。  

 

◆自分
じ ぶ ん

から学習
がくしゅう

すると・・・ 

 社会
しゃかい

に出
で

ると，頼
たの

まれた仕事
し ご と

(=
＝

与
あた

えられた宿題
しゅくだい

)を約束
やくそく

の日
ひ

までにやりとげる

ことが，信用
しんよう

を得
え

ることにつながります。また，頼
たの

まれた仕事
し ご と

だけでなく，「こん

なことをすればもっとよくなる」と考
かんが

えて仕事
し ご と

(=
＝

学習
がくしゅう

)ができる人
ひと

が求
もと

められて

います。先生
せんせい

に言
い

われなくても自分
じ ぶ ん

で「必要
ひつよう

だな」と思
おも

ってする予習
よしゅう

や復習
ふくしゅう

，あ

るいはテスト勉強
べんきょう

は，こうした仕事
し ご と

ができる大人
お と な

になるための大切
たいせつ

なトレーニン

グであるのかもしれませんね。 

 

◆使
つか

ってみませんか・・・ 

 勉強
べんきょう

は，自分
じ ぶ ん

の疑問
ぎ も ん

が解
と

けたり，今
いま

までできなかったことができるようにな

ることで，楽
たの

しく，おもしろくなるものです。苦手
に が て

な教科
きょうか

や難
むずか

しい問題
もんだい

に出
で

あっ

たとき，あきらめることなく，粘
ねば

り強
づよ

く解
かい

決
けつ

することができるように，この「学習
がくしゅう

の手引
て び

き」を使
つか

ってみませんか。 
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      だい     しょう     じゅぎょう       う     かた 

 

 

 

 

 

   

 

① 時計
と け い

をみて行動
こうどう

する。 

② 礼
れい

に始
はじ

まり，礼
れい

で終
お

わる。 

 

 

《聞
き

き方
かた

》      《書
か

き方
かた

》 

① 相手
あ い て

を見
み

て聞
き

く。    ①めあてからまとめまで、学習 

② 手
て

を止
と

めて聞
き

く。     の流れが分かるように書く 

《話
はな

し方
かた

》 

① 相手
あ い て

を見
み

て話
はな

す。 

② 場所
ば し ょ

に合
あ

った声
こえ

の大
おお

きさで話
はな

す。 

③ わからないことは，はっきり質問
しつもん

する。 

 

 

① 教科書
きょうかしょ

，ノート，筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

を準備
じゅんび

する。 

② 忘
わす

れ物
もの

をしない。 

 

 

 

 

 

「気
き

がまえ」 「身
み

がまえ」 「ものがまえ」 
 

気
き

がまえ 

身
み

がまえ 

ものがまえ 
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学校の授業の受け方

め
あ
て
を
つ
か
む

交
流
す
る

ま
と
め
る

自
分
の
考
え
を
も
つ

「自分の考えを持ち、それを表現できる力」をつけるために、次のような４つのス
テップを基本として、さまざまな教科の学習を進めていこう！

■今日は、何を学習するのか、１時間の授業の
めあてと見通しを持とう

・今日の授業で解決していこうとする疑問・課題
（めあて）をしっかり持とう。
・これまでの学習と何が違うのかを考えよう。
・どのような方法で、どのように考えていけば解決
できるか・・・という見通しを持とう。

■「自分はこう思う」という、自分の考えを持とう

・これまで学習したことを使って考えよう。
・自分の考えのこんきょや理由をはっきりさせよう。
・他の解き方などはないか考えてみよう。
・書かれている情報やみちびき出した結論が本当
に正しいかどうかを考えてみよう。

■考えを伝え合い、深め合おう

・自分の考えを書いたり、友達に分かるように話し
たりしてみよう。絵、図、表などを使って、分かり
やすく伝える方法を工夫しよう。
・友達の考えと自分の考えを比べながら聞こう。
・互いの考えを交流して、さらに考えを深めよう。

■分かったことを自分の言葉でまとめよう

・知ったこと、分かったことを、今まで学習してきたこと
と結びつけながらまとめよう。
・学習の仕方や自分のがんばりなども書いておこう。
・家庭学習でしたいこと、もっと学習したいこと、次の
時間に学習したいことなどを書こう。

「私の考えについ
て、どう思います
か。」

友達と考えを交
流すると、考えが
深まるね。

「なぜだろう」とい
う疑問を持ち、自
分の考えを深めて
いくことが大切な
んだな。

5 



    だい     しょう     か  てい がく しゅう    ほう  ほう 

 

 

 

 

 

 

☆かてい学
がく

しゅうを，いつするのか きめよう。 

 

 

 

 

 

 

①まずは・・・テレビをけす。つくえの上
うえ

を かたづける。 

      おちついて 学
がく

しゅう できる ばしょを きめよう。 

 

②つぎに・・・しゅくだいを する。 

       わからないときには，本
ほん

などで しらべ、それでも わからない

ときには，つぎの日
ひ

に せんせいに たずねよう。 

 

③そして・・・じしゅがくしゅうを する。 
      ◎その日

ひ

の がくしゅうで わかりにくかった ところ 

         ◎じぶんが きょうみを もっている こと 

         ◎いえで するドリル（かんじやけいさんドリル・スキルなど） 

 

④さいごに・・・つぎの 日
ひ

の じゅんびを する。 
      ◎れんらくちょうをみて，つぎの日

ひ

の じゅんびをしよう。 

 

◎かてい学
がく

しゅうのじかんの 

めやす 

１年生
ねんせい

・・・２０分
ぷん

以上
いじょう

 

２年生
ねんせい

・・・３０分
ぷん

以上
いじょう

 

荏原小 １，２年生 

☆なぜ 家
いえ

でも べんきょう するの？ 

・学校
がっこう

でならったべんきょうを，しっかり身
み

につけるためです。 

 

へいじつ 

 

 

休
やす

みの日
ひ

など 

6 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こくご 

・ひらがなの れんしゅうを する。 

・かたかなの れんしゅうを する。 

・あたらしく ならった かん字を つかって，みじかい 文を つくる。 

・あたらしく ならった ことばを つかって，みじかい 文を つくる。 

・にがてな かん字を かく。 

・本を よんだ かんそうを かく。 

・にっきを かく。      

・「し」を かく。 

さんすう 

・きょうかしょや プリントの もんだいを もう一ど とく。 

・けいさんドリルの もんだいを とく。 

・テストで まちがえた もんだいを もう一ど する。 

・百マスけいさんを する。 

・きょうかしょの つぎの もんだいを やってみる。 

せいかつ 

・みんなに しらせたいことを かく。 

・ふしぎに おもって しらべたことを かく。 

・くらしの 中で はっけんしたことを かく。 

・おてつだい したことを かく。 

 

 

 

 

 

こくご 

・きょうかしょが すらすら読
よ

める。  ・楽
たの

しく本
ほん

を読
よ

む。 

・ししゃ １０分間
ぷんかん

で１５０文
も

字
じ

書
か

ける。（１年生） 

・ししゃ １０分間
ぷんかん

で１８０文
も

字
じ

書
か

ける。（２年生） 

・日記
に っ き

  １５０字
じ

ていど書
か

ける（１年生） 

・日記
に っ き

  ２００字
じ

ていど書
か

ける（２年生） 

さんすう 

・くり上
あ

がりのある たし算
さん

，くり下
さ

がりのある ひき算
さん

の 答
こた

えが すぐに 

 答
こた

えられる。（１年生） 

・九九の 答
こた

えが すぐに 答
こた

えられる（２年生） 

・３けたのひっさん  ５分で１５問
もん

ていどできる。 

 

 

 

 

 

じしゅ学しゅうの れい 

荏原小 １．２年生 
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    だい     しょう     か  てい がく しゅう    ほう  ほう 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆家庭学習を，いつするのか決めよう。 

 

 

 

 

 

⑧まずは・・・テレビをけす。つくえの上をかたづける。 

      落
お

ち着
つ

いて学習できる場所
ば し ょ

をきめよう 

 

⑨次
つぎ

に・・・・宿題
しゅくだい

をする。 

       わからないときには，本や辞書
じ し ょ

で調
しら

べ，それでもわからない時

には，次
つぎ

の日に先生にたずねよう。 

 

⑩そして・・・自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

をする。 
      ◎その日の学習でわかりづらかったところ 

         ◎自分がきょうみをもっていること 

         ◎家でするドリル（漢字や計算ドリル・スキルなど） 

 

⑪最後
さ い ご

に・・・次の日の準備
じゅんび

をする。 
           ◎連絡帳

れんらくちょう

をみて，次の日の準備をしましょう。 

◎家庭学習の時間のめやす 

３年生・・・４０分以上 

４年生・・・５０分以上 

荏原小 ３，４年生 

☆なぜ家でも勉強するの？ 

・学校で習った勉強を，しっかり身につけるためです。 

・得意
と く い

なことを伸
の

ばすとともに，苦手
に が て

なことにも挑戦
ちょうせん

できる子になる 

ためです。 

・自分のための勉強を，自分で考えてすることができる子になるためです。 

 

平日
へいじつ

 

 

休みの日など 
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国語 

・新しく習った漢字を使って，文を作る  ・同じぶしゅの漢字集め 

・国語じてんを使って，言葉の意味調べ  ・教科書や新聞のししゃ 

・詩をかく               ・反対ことば集め 

・しょうかいしたい本のあらすじを書く  ・ローマ字の練習 

・ことわざ・四字じゅくご・百人一首調べ 

算数 

・計算ドリルでまちがえた問だいをもう一度する 

・テストでまちがえた問だいをもう一度する 

・教科書の問だいのよしゅう・ふくしゅうをする 

社会 

・ミニミニ新聞つくり    ・教科書の学習したところを読む 

・地図を見て，国名・県名・地名をおぼえる 

・教科書を読んで問だい（クイズ）作り 

理科 

・学習した言葉・どうぐの名前や使い方を書く 

・ぎもんに思ったことをずかんやインターネットで調べまとめる 

・学習したことを，家のまわりでみつけたり，観察したりする 

日記 

・今日のじゅぎょうで感じたこと  ・今日のあそびでおもしろかったこと 

・今日のニュース         ・今日はっけんしたこと 

・新聞の記事やテレビを見ての感想 ・先生に聞いてほしいこと 

・今こまっていること       ・自分のかぞくについて 

 

 

 

国語 

・教科書がすらすら読める。    ・読書を楽しむことができる。 

・ししゃ １０分間で２５０文字書ける。（３年生） 

・ししゃ １０分間で３００文字書ける。（４年生） 

・作文  「 」を正しく使って，３００字以上書ける（３年生） 

・作文  段らくわけを正しくして，４００字以上書ける（４年生） 

・ローマ字が読める（３年生） 書ける（４年生） 

算数 

・３けた×２けたのひっ算   ５分で１０問ていどできる（３年生） 

・わり算           ３分で２０問ていどできる。（３年生） 

・３けた÷２けたのひっ算   ５分で５問ていどできる。（４年生） 

・小数のかけ算        ５分で１０問ていどできる。（４年生） 

社会 
・地図の見方（方位・地図記号等）が正しく言える。（３年生） 

・都道府県の名前と位置を正しく言える。（４年生） 

理科 
・理科で使う用語の意味が分かる。 

・観察・実験道具を正しく使うことができる。 

 

 

 

 

自主学習の例 

荏原小 ３．４年生 
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    だい     しょう     か  てい がく しゅう    ほう  ほう 

 

 

 

 

 

 

 

☆家庭学習を，いつするのか決めよう。 

 

 

 

 

⑤まずは・・・テレビをけす。机の上を片付ける。 
      落ち着いて学習できる場所をきめよう。 

 

⑥次に・・・・宿題をする。 
       わからないときには、本や辞書

じ し ょ

で調べ、それでもわからない時

には、次の日に先生にたずねよう。 

 

⑦そして・・自主学習をする。 
      ◎その日の学習でわかりにくかったところ 

         ◎自分がきょうみをもっていること 

         ◎家でするドリル（漢字や計算ドリル・スキルなど） 

 

④最後に・・・次の日の準備をする。 
           ◎連絡帳をみて，次の日の準備をしましょう。 

 

◎家庭学習の時間のめやす 

５年生・・・６０分以上 

６年生・・・７０分以上 

平日 

 

 

休日等 

荏原小 ５，６年生 

☆なぜ家でも勉強するの？ 

・学校で習った勉強を，しっかり身につけるためです。 

・得意
と く い

なことを伸
の

ばすとともに，苦手
に が て

なことにも挑戦
ちょうせん

できる子になる 

ためです。 

・自分のための勉強を，自分で考えてすることができる子になるためです。 
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国語 

・新しく習った漢字を使って，文を作る  ・同じ部首の漢字集め 

・国語辞典を使って，言葉の意味調べ   ・教科書や新聞の視写 

・俳句・短歌・物語作り         ・反対ことば集め 

・紹介したい本のあらすじを書く     ・ローマ字の練習 

・ことわざ・四字熟語・百人一首調べ 

算数 

・計算ドリルでまちがえた問題をもう一度する 

・テストでまちがえた問題をもう一度する 

・教科書の問題の予習・復習をする 

社会 

・ミニミニ新聞つくり    ・教科書や資料集の学習したところを読む 

・地図を見て，国名・県名・地名を覚える 

・教科書を読んで問題（クイズ）作り 

理科 

・学習した言葉・道具の名前や使い方を書く 

・ぎもんに思ったことを図鑑やインターネットで調べまとめる 

・学習したことを，家の周りでみつけたり，観察したりする 

日記 

・今日の授業で感じたこと     ・今日の遊びでおもしろかったこと 

・今日のニュース         ・今日発見したこと 

・新聞の記事やテレビを見ての感想 ・先生に聞いてほしいこと 

・今こまっていること       ・自分の家族について 

 

 

 

 

国語 

・教科書がすらすら読める。    ・積極的に読書を楽しむことができる。 

・学習した漢字の 9 割以上が正しく読み・書きできる。 

・ニュースや身の回りの事柄から，200 字程度の意見文が書ける。 

算数 

・小数のかけ算の筆算が 5 分で 12 問以上できる。 

・小数のわり算の筆算が 5 分で６問以上できる。 

・分数の計算が 5 分で 15 問以上できる。 

社会 

・世界の大陸や主な海洋，主な国の名前と位置が正しく言える（5 年生） 

・日本の歴史について，時代名とその時代を代表する人物や出来事が正しく 

言える（6 年生） 

理科 
・理科で使う用語の意味が分かる。 

・観察・実験道具を正しく使うことができる。 

 

 

 

 

 

 

自主学習の例 

荏原小 ５．６年生 
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・学習した漢字の 9 割程度は，読み書きができる。 

・誰が見ても読める字で，バランスよくノートをとることができる。 

 

国語 

 

社会 

 

音楽 

 

理科 

 

図工 

 

算数 

 

・都道府県の名前と位置が言える。 

・世界の大陸と海洋，日本と関係のある主な国（主な貿易相手国・ 

 近隣の国）の名前と位置が言える。 

・日本の歴史上の時代名と順序，その時代を代表する人物や出来事 

 について説明できる。 

 

・楽しんで，大きな声で歌える。 

・楽しんで，楽器を演奏できる。 

 

・たし算・ひき算（繰り上がり・繰り下がり），かけ算・わり算（ 

 筆算）ができる。 

・九九が完璧に言える（ばらばら九九を瞬時に言える） 

・ものさし，分度器，コンパスが正しく使える。 

 

・体を柔らかく使うことができる。 

・楽しんでボール運動ができる。 

 

・教科書に太字で書いてある語句の意味が言える。 

・実験器具が正しく使える。 

・観察・実験結果を言葉で説明できる。 

 

・ローマ字を読む・書くことができる。 

・名前をローマ字（ヘボン式）で書くことができる。 

 

体育 

 

外国 
語 

 

◎小学校で最低限身につけておいてほしい力 

（木之子中学校より） 
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・物をしっかり見る（よく観察する）ことができる。 

・楽しく描いたり，作ったりすることができる。 

 

 



 



 



 



 



 



 


